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非正規公務員を差別しないで！
国の非常勤職員の手記

非正規差別



国の行政機関における非正規率

出典：内閣人事局「一般職国家公務員在職状況統計表」（2018年7月1日時点）より作成。
非常勤職員は「委員・顧問・参与等職員」「保護司」「水門等水位観測員」を除いた数で計算。

厚生労働省

25％0％ 50％ 75％ 100％

52.7％ 47.3％

農林水産省 39.8％ 60.2％

内閣府 37.6％ 62.4％

文部科学省 32.1％ 67.9％

全府省平均 22.0％ 78.0％

　
非
正
規
公
務
員
で
あ
る
「
非
常
勤
職
員
」
の
数
は
、
国
・
自
治
体
と
も
に

増
え
続
け
、
現
在
、
国
家
公
務
員
の
約
４
人
に
１
人
は
非
正
規
雇
用
で
す
。

　
継
続
す
る
専
門
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
労
働
条
件
は
劣
悪
で
す
。
毎
年
ク
ビ
切
り
に
お
び
え
る
雇
用
不
安
や
、

賃
金
・
休
暇
制
度
な
ど
の
不
合
理
な
格
差
が
、
た
く
さ
ん
の
非
常
勤
職
員
を

苦
し
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
「
パ
ワ
ハ
ラ
公
募
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
雇
用
更
新
時
に
強
制
さ
れ
る

公
募
の
仕
組
み
は
深
刻
な
人
権
問
題
で
す
。
そ
の
実
態
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
国
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
実
態

を
マ
ン
ガ
に
し
、
さ
ら
に
国
の
非
常
勤
職
員
の
声
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
公
務
の
職
場
に
こ
そ
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
実
現
し
た
い
。

　
非
正
規
公
務
員
の
働
き
方
を
改
善
す
る
た
め
、
現
場
の
声
を
聴
い
て
く
だ

さ
い
。

非常勤職員（非正規） 常勤職員（正規）

公
務
員
な
の
に
非
正
規
？

今年もパワハラ公募の季節がくる今年もパワハラ公募の季節がくる
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私
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
主
に
職
業
訓
練
、
就

職
支
援
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
関
係
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
が
担
当
す
る
業
務
に
は
、

①
業
務
に
関
す
る
高
い
専
門
的
知
識

②
職
業
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
術

③
心
の
悩
み
な
ど
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
能
力

④
様
々
な
関
係
機
関
に
対
す
る
折
衝
能
力

⑤
幅
広
い
知
識
と
蓄
積
さ
れ
た
経
験

の
５
点
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
複
雑
な
家
庭
環
境
や
金
銭
問
題
、
メ
ン
タ
ル

疾
患
や
障
害
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
方
も
日
常

的
に
来
所
さ
れ
ま
す
。
心
の
悩
み
に
も
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
い
く
、
と
て
も
難
し
い
対
応
を
日
々

求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
失
業
給
付
の
手
続
き
を
受
け
付
け
る

た
め
に
は
、
当
然
、
雇
用
保
険
の
知
識
が
必
要

で
す
。
再
就
職
先
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
労
働
条
件

等
で
相
談
を
受
け
た
ら
、
最
低
限
の
労
働
基
準

法
の
知
識
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
職
場
で
、
他
の
省
庁
と
同
じ
よ

う
に
単
に
年
数
に
よ
っ
て
公
募
を
行
う
こ
と

は
、
業
務
の
特
殊
性
や
実
態
を
見
な
い
ば
か
り

か
、
利
用
者
を
全
く
無
視
し
た
取
り
扱
い
だ
と

考
え
ま
す
。
今
す
ぐ
公
募
は
撤
廃
し
て
く
だ
さ

い
。

無視される専門性と利用者手記1の解説手記1の解説

手記

1

　全国のハローワーク（公共職業安定所）の窓口で利用者対応をして

いる国の職員は、大半が非正規雇用です。その多くは「期間業務職

員」という形態で、手記にあるように高度な知識・経験の蓄積が求め

られる専門職です。それにもかかわらず、１年契約の細切れ雇用で、

３年に１度は他の求職者と競い合う公募が強制されています。

　ハローワークは、良質で安定した雇用機会を国民に提供するための公

的機関です。民間事業所に対しても従業員の正社員化や無期雇用への転換

を推進しています。しかしそれを担う公務員のほとんどが非正規であり、

労働契約法の「5年無期転換権」も認められていないため、マスコミ・

識者などから 「まるでブラックジョークだ」 と批判されています。

ハローワーク
就職支援

ナビゲーター
（期間業務職員）

民間の有期労働者

公務の非常勤職員

公
　
募

公
　
募

採
用（
公
募
）

更新 更新

1年 1年 1年

更新 更新

1年 1年 1年 1年

無期転換権なしハローワークの期間業務職員の場合

5年

1年 1年 1年 1年 1年
無期労働契約転

換

締
結
ま
た
は
更
新

更新 更新 更新 更新 更新

5回目の更新後の1年間に無期転換の申込権が発生します。

1年

無期転換申込権発生

申込み
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公募のストレスで精神疾患に

手記

2
手記2の解説手記2の解説

●ハローワークの窓口で対応する非常勤職員

　
同
じ
部
門
で
２
人
の
方
が
公
募
対
象
と
な

り
、
一
緒
に
働
い
て
い
た
方
が
競
わ
さ
れ
、

１
人
の
方
が
メ
ン
タ
ル
不
全
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
結
果
的
に
、
そ
の
公
募
に
応
募
し
た

多
数
の
一
般
求
職
者
が
不
採
用
と
な
り
、
同
じ

部
門
で
働
い
て
い
た
２
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
メ
ン
タ
ル
不
全
と
な
っ
た
方
は
、
結
局
働

く
こ
と
が
で
き
ず
退
職
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
採
用
さ
れ
た
も
う
１
人
の
方
は
、
自
分
が

紹
介
し
た
一
般
求
職
者
が
不
採
用
に
な
っ
た
こ

と
、
今
回
は
採
用
さ
れ
た
け
れ
ど
、
３
年
後
に

ま
た
同
じ
思
い
を
す
る
の
は
ど
う
し
て
も
耐
え

ら
れ
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
退
職
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
優
秀
な
能
力
を
持
っ
た
方
に
公
募
の
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
精
神
疾
患
を
患
わ
せ
、
社
会
に
放
り

出
し
て
い
る
現
状
を
、
人
事
院
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　国公労連は、非常勤職員の更新時の「パワハラ公募」をやめるよう、

制度を所管する人事院や政府に再三にわたって要求してきました。それ

に対し、人事院は、国家公務員法の「平等取扱の原則」（27条）や「成

績主義の原則」（33条）を根拠に、「国民に広く平等に官職を公開す

る」必要性があるとして、公募撤廃を拒否しています。

　しかし、全労働が反論しているように※、「平等取扱の原則」とは同法

の適用について人種・信条・性別・社会的身分などによる差別的取扱を

禁止する条文であり、公募が必要との理由は見当たりません。また、

任用時の公募と毎年の勤務実績によって能力の実証が行われているため、

「成績主義の原則」も公募の理由にはなりません。人事院と政府には、

現在も起き続けている人権侵害を認め、働く非常勤職員・当事者の声を

聴き、ただちに雇用の安定化をはかることが求められています。

非常勤職員が職場で感じている不満

出典：国公労連「2019 年非正規で働く仲間の要求アンケート」結果

25％0％ 50％ 60％

雇用契約を更新されないのではないか

賃金が安い27.1％

職場や仕事がなくなるのではないか職場や仕事がなくなるのではないか26.4％

退職金がない／少ない退職金がない／少ない20.8％

正社員との賃金・労働条件の格差正社員との賃金・労働条件の格差19.0％

52.3％

※全労働省労働組合「期間業務職員の公募にかかる全労働の見解」（2018年10月、全労働HP）

ハローワーク
就職支援

ナビゲーター
（期間業務職員）
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仕事は続くのに実績を見ずにクビ

手記

3
手記3の解説手記3の解説

国の行政機関における
常勤職員数と非常勤職員の割合
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266
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266
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2017

266

21.9

常勤職員数 非常勤職員の割合

　最近まで、国土交通省など一部の府省では「３年雇止め」と呼ば

れる非常勤職員のクビ切りが横行していました。４年目の公募に

応募させずに強制的に離職させる運用で、人事院の運用ルールにも

反していたため、国土交通労働組合を中心に交渉と運動によって止

めさせることができました。しかし現在も、更新を「公募」で行

う制度自体がハラスメント・雇止めの温床になっています。

　この問題の根本には、国家公務員の「定員」（正規職員数の上限）

を増やしたくないという政府方針があります。「非常勤職員の雇用を

更新し続ければ、そのうち常勤化・定員化し、人件費予算が増えてし

まう……」政府はそうした恐れから、正規職員に準じた業務と責任を

非常勤職員に求めながら、長く働かせないように定期的に大量のクビ

切りを行っているのです。

　私
は
、
公
共
事
業
の
必
要
性
を
広
報
す
る
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
各
地
か
ら
訪
れ
る
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
く
理
解
し
て
頂
く
た
め
に
、
現
地

で
「
紙
芝
居
」
を
使
っ
て
説
明
し
た
り
、
小
学
生

と
お
手
紙
の
や
り
取
り
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
し
な
が
ら
誇
り
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
こ
ん
な
形
で
退
職
を
強
い
ら
れ
、
非
常

に
残
念
で
す
。
今
回
の
公
募
面
接
は
明
ら
か
に
違
っ

て
い
ま
し
た
。
求
人
票
に
も
記
載
の
な
い
「
パ
ワ
ポ

や
表
計
算
」
の
能
力
を
問
わ
れ
、
「
紙
芝
居
を
パ
ワ

ポ
に
し
た
ら
ど
う
か
」
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
野
外
で
の
広
報
活
動
で
電
源
も
無
い
の
で
難
し

い
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
今
考
え
る
と
不
採
用
に
す

る
た
め
の
質
問
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
場
を
一
度

も
見
て
い
な
い
人
に
、
ど
ん
な
思
い
で
広
報
業
務
を

行
っ
て
い
る
の
か
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
他
の
期

間
業
務
職
員
の
面
接
で
も
「
な
ぜ
公
募
に
応
募
し
た

の
か
」
「
他
を
受
け
な
い
の
か
」
な
ど
、
不
採
用
に

し
た
い
が
た
め
の
質
問
を
繰
り
返
し
た
そ
う
で
す
。

私
の
不
採
用
理
由
を
所
属
長
に
聞
く
と
「
経
歴
だ
け

見
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
の
仕
事
の
経
験

は
ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
回
の
こ
と
で
鬱
に
な
り
そ
う
な
く
ら
い
心
が

折
れ
て
い
ま
す
。
心
の
整
理
が
つ
か
な
い
状
態
で
も

生
活
の
た
め
に
求
職
活
動
も
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
広
報
業
務
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
す
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
が
あ
る
の
に
な
ぜ
公
募
を
行
う
の
か

理
解
で
き
ま
せ
ん
。

国土交通省の
地方出先機関

勤務
（期間業務職員）

2018

266

22.0

（注）各年7月1日現在の在職数。非常勤職員数は、「委員・顧問・参与等」「保護司」「水門等水位
観測員」を除いた数で計算。ただし2009年は水門等水位観測員数が不明のため除いていない。
資料：内閣人事局「一般職国家公務員在職状況統計」
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均衡待遇にほど遠い正規との格差

手記

4
手記4の解説手記4の解説

　政府はこの間、「働き方改革関連法」「同一労働同一賃金ガイドライ

ン」などで、雇用期限を理由とした不合理な待遇差を解消するよう民間

事業所に求めてきました。しかし、民間のモデルとなるべき国の職場で

は、均衡待遇にほど遠いのが実態です。

　労働組合の要求もあり、人事院は2019年から非常勤職員の慶弔休暇を

常勤職員と同等にしましたが、誰もが生活に必要な手当・休暇制度につ

いて不合理といえる格差が残されています（下表）。

　国公労連の非正規アンケートでも休暇制度の格差是正を求める割合が

急増しています。休暇の改善は法律改正も予算措置も要らない措置であ

り、人事院には早急な改善が求められています。

　私
た
ち
非
常
勤
職
員
は
、
正
規
職
員
と
同
じ

国
家
公
務
員
法
と
国
家
公
務
員
倫
理
法
を
遵
守

す
る
義
務
が
あ
り
、
違
反
し
た
場
合
は
同
じ
だ

け
の
罰
則
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
待
遇
に
つ
い
て
は
大
き
な
格
差
を

感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
受
験
を
し
て
公
務
員

に
な
ら
れ
た
正
規
職
員
の
方
と
す
べ
て
同
じ
に

は
な
ら
な
い
と
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
生
活
の

安
定
と
健
康
を
守
る
た
め
の
待
遇
に
つ
い
て
は

同
等
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば
、

①
寒
冷
地
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
、

②
年
休
は
正
規
職
員
の
半
分
で
夏
休
み
も
与
え

ら
れ
て
い
な
い
の
に
病
気
休
暇
が
無
給
で
あ
る
、

③
給
与
が
日
給
制
の
た
め
に
祝
日
が
多
い
月
は

生
活
が
苦
し
く
な
る
、

と
い
っ
た
格
差
は
不
合
理
だ
と
思
い
ま
す
。

　

　常
勤
職
員
と
同
じ
く
毎
日
働
き
、
賃
金
で
生

活
し
て
い
る
非
常
勤
職
員
の
経
済
的
安
定
と
健

康
を
守
る
た
め
に
改
善
す
べ
き
で
す
。

　特
に
19
年
は
天
皇
即
位
で
祝
日
が
5
日
増

え
、
勤
務
日
数
が
19
日
間
と
な
る
月
が
4
回
、

20
日
間
の
月
が
6
回
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

臨
時
的
に
で
き
た
祝
日
に
つ
い
て
は
一
刻
も
早

く
有
給
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

国土交通省の
地方出先機関

勤務
（期間業務職員）

国家公務員の主な手当・休暇制度の格差

※1 週5日以上勤務の場合　※2 勤務日数・勤務時間に要件あり　※3 2019年人事院勧告で措置を表明

住居手当

寒冷地手当

年次休暇

病気休暇

産前・産後休暇

夏季休暇

常勤職員

○

○

20日

90日（有給）

6週（多胎14週）・8週（有給）

○

非常勤職員

×
×

10日（半年経過後）※1

10日（無給）※2

常勤職員と同様（無給）

×※3
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➡法制度の整備・予算措置を行い、非常勤職員制度を抜本的に改善すること。

➡恒常的・専門的・継続的な業務に従事している非常勤職員を常勤化・定

員化し、総定員法と定員削減方針を見直して増員すること。

国公労連の要求のポイント

非常勤職員制度の抜本的な改善01

➡公正な任用と実効性のある身分保障のための法整備を行い、労働契約法

の解雇権濫用法理や無期転換権と同様の制度を整備すること。

➡使用者（任命権者）に原則任用更新の義務を課し、一律的・一方的な雇

止めを禁止すること。期間業務職員の更新に係る公募を撤廃すること。

雇用の安定と身分保障の確立02

➡同一価値労働同一賃金を基本とする均等・均衡待遇を確立し、公正な職

務評価による待遇改善・昇給を実現するための法制度を整備すること。労

働契約法の不合理な労働条件相違の禁止規定を適用すること。

➡休暇制度の不合理な相違を解消すること。早急に病気休暇など無給とさ

れている休暇の有給化、病気休暇・子の看護休暇・年次休暇などの任用・

継続勤務制限の撤廃を措置すること。

均等・均衡待遇の確立03

　
非
正
規
公
務
員
の
切
実
な
声
を
聴
き
、
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？

「
公
務
員
は
民
間
よ
り
マ
シ
だ
と
思
っ
て
た
け
ど
、
こ
ん
な
に
酷
い
の
か…

…

」

「
格
差
が
社
会
問
題
な
の
に
、
国
が
非
正
規
差
別
を
続
け
て
い
て
い
い
の
？
」

　
実
態
を
知
っ
た
方
か
ら
は
、
そ
う
し
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
正
規
・
非
正
規
の
国
家
公
務
員
な
ど
約
７
万
人
が
加
盟
し
て
い
る
国
公
労
連
は
、
国
民
の
働
く
環
境

や
く
ら
し
を
守
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、
そ
れ
を
担
う
公
務
員
労
働
者
の
増
員
、
長
時
間
労
働
の

是
正
な
ど
の
労
働
条
件
改
善
に
む
け
て
活
動
し
て
い
る
労
働
組
合
で
す
。

　
い
ま
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
国
の
非
正
規
公
務
員
（
非
常
勤
職
員
）
の
問
題
で
す
。

　
本
来
、
民
間
企
業
な
ど
に
模
範
を
示
す
べ
き
公
務
職
場
が
こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
置
し
て
い
て
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
社
会
に
す
る
「
働
き
方
改
革
」
は
い
つ
ま
で
も
実
現
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
、
私
た
ち
国
公
労
連
は
、
主
に
３
つ
の
政
策
（
左
頁
）
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
、
使
用

者
で
あ
る
政
府
や
人
事
院
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
公
務
か
ら
非
正
規
差
別
を
な
く
す
た
め
、
ぜ
ひ
一
緒
に
声
を
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

公務から非正規差別をなくしたい
～国公労連の政策～

1314



2019年9月発行

【発行元】

日本国家公務員労働組合連合会（国公労連）
〒105-0003

東京都港区西新橋一丁目17-14 西新橋エクセルアネックス３階

TEL 03-3502-6363 　FAX 03-3502-6362

E-mail  mail@kokko.or.jp

ホームページ  kokkororen.com

ツイッター／フェイスブック  @kokkororen

非正規公務員を差別しないで！
国の非常勤職員の手記

非正規差別


